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(1)研究テーマ

肢体不自由特別支援学校における、教員の専門性を高め、実践力を身につける

～阪神地区の肢体不自由教育の向上をめざして～

(2)研究概要及び具体的な取組

阪神間の肢体不自由校５校（尼崎・伊丹・川西・宝塚・西宮）と近隣の特別支援学校に

呼びかけ、参加者を募った。今年度は５回の集まりのうち、２回を講義、３回を事例検討

会として予定を組んでいる。講義は、基本的な内容をおさえ、事例検討に関しては、毎回

２校がビデオを持ち寄り、その事例についての実態把握や課題設定、教材やその提示の仕

方、関わり方や子どもとの応答関係についてディスカッションを行っている。

６月２２日 講義

・場 所： 伊丹特別支援学校

・内 容：インリアル・アプローチについて

・講 師：伊丹特別支援学校校長

・成 果：豊かなコミュニケーションを築くために、コミュニケーショ

ンの原則、大人の基本姿勢等について講義をいただき、具体

的な支援方法等について学ぶことができた。

９月２１日 事例検討

・場 所：伊丹特別支援学校

・内 容：２事例について事例検討を行った。

①事例１

発語はないが、要求は、実物を持ってきたり手指しをした

りして伝える。物への志向性が強い傾向にあるため、更に

人とのコミュニケーションを深めるための手立てについて

検討した。

②事例２

聴覚刺激に対しての反応が良く、好きな音楽や音は集中し

て聴いている。より外界の刺激に対して主体的な関わりが

持てるよう、関わり方やポジショニング、教材について検

討した。

１１月 ９日 講義

・場 所：伊丹特別支援学校

・内 容：発達について

・講 師：伊丹特別支援学校校長

・成 果：実態把握に欠かせない「発達段階」と「発達課題」について、

身体面、認知面、コミュニケーション面、言語面、社会性の

面からまとめていただき、理解を深めることができた。


